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A5.相談は無料、サービスは有料です。

教えて !  日常生活自立支援事業教えて !  日常生活自立支援事業  ＱＱ＆＆ＡＡ

A1.あなたのくらしの ”安心 ”をお手伝いする事業です。
　　福祉サービスを利用したいけれど、手続きの仕方がわからない。銀行に行ってお
金をおろしたいけれど、自信がなくて誰かに相談したい。商品勧誘の人が来たとき、
どう対応していいかわからない。

　　毎日の暮らしのなかにはいろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがたくさ
んあります。日常生活自立支援事業は、このような場合に、福祉サービスの利用手続
きや、金銭管理のお手伝いをして、あなたが安心して暮らせるようにサポートします。

A2.自分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方やお金の管理に困っている方
などが利用できます。

　　例えば、認知症高齢者、知的障害者、精神障害者などで判断能力が不十分な方が
対象になります。

A3.福祉サービス利用の申込み、契約手続、日常的なお金の出し入れ、預金通帳の預
かりなどのお手伝いをします。

　　日常生活自立支援事業は、福祉サービスを利用する際のさまざまな手続きや契約、
預金の出し入れ、生活に必要な利用料などの支払い手続きや、年金や預金通帳など
大切な書類の管理などをお手伝いします。日常生活自立支援事業のサービスを利用
する際には、利用する方といっしょに支援計画をつくり、契約をします。また、支
援計画にそって定期的に訪問し生活状況を見守ります。

サービスの利用に費用はかかるの？サービスの利用に費用はかかるの？

どうやったらサービスが利用できるの？どうやったらサービスが利用できるの？

どんなサービスがあるの？どんなサービスがあるの？

だれでも利用できるの？だれでも利用できるの？

日常生活自立支援事業とはどんな事業なの？日常生活自立支援事業とはどんな事業なの？

A4.まず、社会福祉協議会に連絡してください。そこから手続きがスタートします。
　　⑴相談の受付
　　　社会福祉協議会に連絡してください。（電話885-0038）本人以外でも、家族など身

近な方、民生委員、福祉サービス事業者等を通じてのお問い合せにも対応します。
　　⑵相談・打ち合わせ
　　　専門的な知識を持った担当者（専門員）が自宅や施設、病院などを訪問し、相

談にのります。相談にあたっては、プライバシーに配慮し、秘密は必ず守ります。
　　⑶契約書、支援計画の作成
　　　困っていることや希望をお聞きして、どのようなお手伝いを行うかなどをご本

人といっしょに考えます。その後、契約内容・支援計画を提案します。
　　⑷契約
　　　契約内容に間違いがなければ、ご利用者と社協の間で利用契約を結びます。
　　⑸サービスの開始
　　　サービスが開始されます。

Q5.Q5.

Q4.Q4.

Q3.Q3.

Q2.Q2.

Q1.Q1.

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
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○相談（無料）
　専門的な知識を持った担当者が自宅や施設を訪問し、相談にのります。プライバシーは厳守し
ます。

○契約書・支援計画の作成
　お困りのことを一緒に考え、支援計画を提案し、内容に同意すれば契約
を結びます。

○サービスの開始（有料）
　支援計画にそって、担当者（生活支援員）がサービスを提供します。

美浦村社会福祉協議会　８８５－００３８（専門員：木村）

ホームヘルパーの利用と通帳管理のお手伝い　吉田花子さん78 歳（仮名）

日常的な金銭管理のお手伝い　古川一郎さん　40 歳（仮名）

　吉田さんは現在、ひとり暮らし。最近「通帳の置き場所が時々わからなくなる」など不安を感
じていました。また、ホームヘルパーを利用したいと思っていましたが、どうやって手続きをし
たらよいかわかりませんでした。そんな不安を思い切って民生委員に相談したことが、日常生活
自立支援事業を知るきっかけとなりました。
　契約にあたっては、社会福祉協議会の専門員が吉田さん宅を訪れ、事業の目的やサービスの
内容について説明してくれました。吉田さんの担当
となった生活支援員は同じ地区に住む山田さん。地
域で配食サービスのボランティア活動もしています。
サービスの内容は福祉サービスの利用援助と日常的
な金銭管理の支援です。毎月 2 回生活支援員が訪れ、
預金から生活費をおろしてきてもらい、吉田さん宛
の郵便物のなかで支払いの必要なものがあれば、いっ
しょに確認をして手続きのお手伝いをします。さら
に要介護認定の申請やケアプラン作成の依頼なども、
生活支援員が立ち会うなど、吉田さんの暮らしをしっ
かりとサポートしています。

　古川さんはひとり暮らしをしながら地域の作業所に通っています。身の回りのことはほとんど
自分でできますが、お金の計算、特に何を買うのにいくらかかるのかを考えて使うのが苦手です。
同じ作業所の職員が、社会福祉協議会に相談したことが
きっかけで、日常生活自立支援事業のサービスを利用す
ることになりました。
　生活支援員の太田さんは特別支援学校の先生をしてい
た人です。古川さんは、毎週 1 回太田さんに来てもらい、
その週に使うお金について相談します。その後いっしょ
に銀行に行ってお金をおろしてきます。生活支援員の太
田さんにすすめられて、最近買い物をしたときのレシー
トをノートに貼るようにしました。「おかげで、お金を
使いすぎることもなくなり、お金がどれくらいあるのか
心配なときは、太田さんに聞けばわかるのであんしんで
す」と古川さんは話しています。

事例 1

事例 2

?? ?

相談からサービスの提供まで、美浦村社会福祉協議会がお手伝いします
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平
成
22
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告「がんばるぞ」輪投げ大会前の準備体操

おもちゃ図書館は第 2/4 土曜日午前中開催

◆
地
域
の
福
祉
力
向
上

○
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

　
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
的
に
、
地
域
住
民

や
福
祉
関
係
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
具
体
的
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

○
社
会
参
加
推
進

　

住
民
が
地
域
社
会
に
参
加
し
、
仲
間
を
作
る

こ
と
で
い
き
い
き
と
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
（
５
団
体
に

助
成
）
す
る
こ
と
で
、
介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も

り
の
防
止
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、
映
画
館
に

行
く
機
会
が
少
な
い
方
に
対
し
て
、
み
ん
な
で

一
緒
に
映
画
を
見
る
機
会
を
提
供
す
る
「
い
き

い
き
映
画
上
映
会
」（
２
３
０
人
）を
行
い
ま
し

た
。

○
福
祉
交
流
活
動

　

行
事
を
通
し
て
世
代
間
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、親
・
子
・
孫
が
輪
投
げ
を
通
し

て
交
流
す
る
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
輪
投
げ
大
会
」

（
１
５
７
人
）、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
保

育
所
児
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」（
荒
天
の
た
め
中
止
）、餅
つ
き
な

ど
の
昔
の
行
事
を
通
じ
て
高
齢
者
と
児
童
が
交

流
す
る「
歳
末
も
ち
つ
き
交
流
会
」（
１
４
９
人
）、

親
子
の
絆
を
深
め
、体
験
活
動
に
参
加
す
る
重
要

性
を
親
子
で
認
識
す
る「
い
き
い
き
親
子
体
験
バ

ス
ツ
ア
ー
」（
30
人
）の
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　

地
域
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
在
宅
の
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
ケ
ア
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
機
関
と
の
総
合
的
な

調
整
を
行
う
こ
と
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

○
そ
の
他
の
関
連
事
業

・
地
域
福
祉
団
体
の
支
援（
６
団
体
）

◆
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

○
高
齢
者
祝
賀

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者

の
長
寿
等
を
祝
福
す
る
こ
と
で
、
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
敬
老
会
（
村
と

共
催　

荒
天
の
た
め
中
止
）、
村
内
最
高
齢
者

祝
、
喜
寿
祝（
67
人
）、
金
婚
祝（
12
組
）を
実
施

し
ま
し
た
。

○
歳
末
た
す
け
あ
い
支
援

　

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
が
温
か
な
年

末
年
始
を
迎
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
商
工

会
発
行
の
ク
ー
ポ
ン
券
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
利
用
券
の
贈
呈
（
計
２
３
１
世
帯
）
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、
助
け
合
い
・
支
え
合
い
を

目
的
と
し
た
事
業
を
行
っ
た
１
団
体
に
助
成
金

を
支
給
し
ま
し
た
。

○
サ
ン
タ
訪
問

　

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
母
子
・
父
子
・
障
害

者
世
帯
に
対
し
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
ご
自
宅

を
訪
問
し
、お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

（
35
世
帯
）

○
小
学
校
入
学
祝
品
の
贈
呈

　

表
面
は
障
害
者
マ
ー
ク
、
裏
面
は
各
校
歌
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
下
敷
き
を
、
村
内
小
学
校
及
び

美
浦
特
別
支
援
学
校
初
等
部
に
入
学
す
る
児
童

１
４
９
人
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
労
が
困
難
な
障
害
者
が
、
地
域
社
会
で
自

立
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
内
職
や
生

活
訓
練
を
中
心
と
し
た
通
所
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。（
24
人
）

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

独
居
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
安
否
確
認
を
目

的
と
し
て
、
民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福

祉
団
体
等
の
ご
協
力
を
得
て
、
59
人
へ
月
２
回

（
年
24
回
）夕
食
用
の
弁
当
を
配
達
し
ま
し
た
。

○
福
祉
用
具
・
車
両
貸
出

　

高
齢
者
や
障
害
者
等
の
生
活
の
質
が
向
上
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
車
イ
ス
お
よ
び
、
車

イ
ス
が
乗
れ
る
福
祉
車
両
を
計
20
回
貸
し
出
し

ま
し
た
。

○
シ
ル
リ
ハ
体
操
指
導
士
会
運
営
支
援

　

村
内
に
お
け
る
高
齢
者
の
介
護
予
防
推
進
を

目
的
に
し
た
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

会
の
事
務
局
と
し
て
、
指
導
士
の
活
動
を
支
援

し
ま
し
た
。

○
お
も
ち
ゃ
図
書
館

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
が
お

も
ち
ゃ
を
と
お
し
て
遊
び
育
つ
場
を
提
供
す
る

た
め
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
お
も
ち
ゃ
図
書
館
を

運
営
し
ま
し
た
。

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

認
知
症
の
高
齢
者
、
知
的
・
精
神
障
害
者
等

で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
や
、
日
常
の
金
銭
管
理
等
を
行

い
ま
し
た
。
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○
地
域
見
守
り
活
動

　

地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を
目
的
に
、
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
し
「
み
ほ
見
守
り

隊
・
老
連
」を
発
足
し
、27
地
区
で
延
べ
４
５
０

名
が
、
下
校
児
童
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
支
援

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
盤
づ
く
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人
と
頼
み
た
い
人

を
上
手
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
・
育
成
お
よ
び
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
事
務
を
行
い
ま
し
た
。（
団
体
登
録
34
団

体
３
９
８
人
、個
人
登
録
23
人
）

◆
子
育
て
支
援

○
い
き
い
き
子
育
て
支
援
金

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
力
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
村
内
在
住
で
１
〜
３

歳
の
第
３
子
以
上
を
養
育
す
る
家
庭
に
対
し
、

支
援
金
を
支
給
し
ま
し
た
。（
31
人　

計
54
万
円
）

○
ひ
と
り
親
家
庭
援
護

　

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
へ
入
学
祝
金
を
贈
呈
す
る
こ
と
で
、
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成

を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。（
３
人　

計
４
万
円
）

◆
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

　

村
民
の
悩
み
事
・
心
配
ご
と
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
に
、心
配
ご
と
相
談
を
週
１
回
、弁
護

士
に
よ
る
法
律
相
談
を
月
１
回
開
催
し
ま
し
た
。

◆
善
意
銀
行
・
や
ま
ゆ
り
基
金
運
営

　

善
意
を
持
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
金
品
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。25
年
度
は
、
１
，
０
０
６
，

０
９
５
円
の
寄
付
金
と
55
件
の
寄
付
品
を

お
預
か
り
し
ま
し
た
。ま
た
、
村
内
の
商
店
・

施
設
に
依
頼
し
て
、
募
金
箱
を
16
ヶ
所
に
設

置
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
ま

し
た
。（
25
年
度
は
東
日
本
大
震
災
義
援
金
箱

と
し
て
使
用　

義
援
金
計
７
３
，５
７
７
円
）

◆
低
所
得
者
等
福
祉
対
策

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
・
小
口
資
金
貸
付

　

低
所
得
世
帯
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
自
立
・

生
活
の
安
定
を
目
的
と
し
て
、
民
生
委
員
等
の

関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
に
資
金
の
貸

付
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業

○
通
所
介
護

　

美
浦
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
送
迎
を
行
い
、
食
事
や
入
浴
、
排
泄
の
介
助
、

機
能
訓
練（
リ
ハ
ビ
リ
や
口
腔
ケ
ア
）、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
毎
月
の
誕
生
会
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
利
用
者
の
べ
約
６
，７
０
０
人
）

○
訪
問
介
護

　

ご
自
宅
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
、

家
事
援
助
や
身
体
介
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
利
用
者
の
べ
約
２
，２
０
０
人
）

○
居
宅
介
護
支
援

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」の
作
成
、
相
談
、
連
絡

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
利
用
者
の
べ
６
３
８
人
）

「おかえりなさい」下校児童に声かけ

収入の部 金額 額金）円（ （円）支出の部
平成25年度決算報告

3,298,300
940,241

39,624,073
18,328,927
3,652,032
59,421,838
2,385,880
1,178,828
1,755,784
11,060,979
52,990,583
194,637,465

104,680,294
5,624,948
18,180,154
137,000
3,510,502
734,000
2,162,846
5,830,812
53,776,909
194,637,465

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成・受託金
共同募金配分金収入
介護保険
自立支援費等収入
施設整備等による収入
財務活動による収入
その他
前期末支払資金残高
収入計 

人件費支出
事務費支出
事業費支出
貸付事業等支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
施設整備等による支出
財務活動による支出
当期末支払資金残高
支出計 

会費収入
寄附金収入

共同募金配分金収入

介護保険介護保険

自立支援費
等収入

経常経費
補助金収入

助成・受託金助成・受託金
事務費支出

事業費支出事業費支出

貸付事業
等支出

共同募金
配分金事業費

助成金支出

施設整備等
による支出

人件費支出人件費支出

デイサービスセンターのレクリエーション
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美浦村しゃきょうだより

障害者の就労
支援、地域

社会との交流・
自立等を目的と
して、美浦村自
立支援センター
ホープが福祉セ
ンター裏に、6月
2日にオープンしました。就職が困難な障害者
への就労機会の提供・その知識と能力の向上
に必要な訓練などの障害福祉サービスを提供
しています。

美浦村母子寡婦福祉会は、美浦村にお住ま
いの寡婦、ひとり親家庭の仲間の会です。

当会では、一緒に活動してくださる方を募集
しています。
◆活動内容：研修旅行
　　　　　　（日帰り温泉旅行等  年３回）
　　　　　　親睦会（新年会等  年３回）等
◆入会条件：どちらかの条件を満たす方
　　　　　　１．夫と離別、または死別した
　　　　　　　　独身女性の方
　　　　　　２．現在 20歳未満のお子様を
　　　　　　　　養育しているひとり親の方
◆会　　費：年間 1,000 円
◆そ の 他：生活支援や職業訓練など独自の
　　　　　　支援制度が利用できます
◆詳　　細：社会福祉協議会（担当：渡辺）
　　　　　　まで

嶌津  秀美　嶌津  愛実　嶌津  裕太　宮下  博義
優勝　大山Aチーム優勝　大山Aチーム

（敬称略）

自立支援センター自立支援センター
ホープホープ誕生!誕生!

世世代間の交流代間の交流を目的とした三世代輪投げ大会（協
力：村老人輪投げクラブ）が 6月 7日、木原の

農トレで行われ、全 37チームが熱戦を繰り広げまし
た。小学生・保護者・高齢者が地区ごとにチームを
組み、和気あいあいとした雰囲気の中、仲間の一投
に一喜一憂しながら、輪投げ競技を楽しみました。

栄冠栄冠はは大山地区大山地区に に 三世代輪投げ大会三世代輪投げ大会
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美浦村しゃきょうだより

◆
募
集
職
種

　

介
護
保
険
事
業
所（
訪
問
介
護
）臨
時
介
護
員

　

介
護
保
険
事
業
所（
通
所
介
護
）臨
時
介
護
員

◆
採
用
予
定
人
数

　

各
１
名

◆
勤
務
時
間

◎
訪
問
介
護　
９
：
00
〜
17
：
45（
シ
フ
ト
制
に
よ
る
）

◎
通
所
介
護　
８
：
30
〜
17
：
15（
８
時
間
勤
務
）

◆
勤
務
日
数

　

週
２
日
〜
４
日　

※
応
相
談

◆
時
給

　

９
０
０
円
〜
９
２
０
円（
資
格
に
よ
る
）

　

※
１
年
後
に
昇
給
あ
り

◆
待
遇

　
〈
交
通
費
〉支
給
〈
有
休
〉半
年
後
に
付
与

　
〈
社
会
保
険
〉加
入
〈
そ
の
他
〉臨
時
職
員
雇

用
管
理
規
定
に
基
づ
き
支
給

◆
応
募
資
格

　

健
康
状
態
が
良
好
で
、
次
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人

　
（
村
外
居
住
者
も
受
験
可
能
で
す
）

　

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
ま
た
は
介
護
福
祉
士
資
格
所
有

　

②
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

③
普
通
運
転
免
許
所
有

　

④
美
浦
村
職
員
採
用
規
程
の
欠
格
事
項
に
あ
た
ら
な
い
人

◆
応
募
方
法

・
両
職
種
と
も
、
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）

・
申
込
期
限
：
７
月
31
日（
木
）到
着
分
ま
で

　
（
事
務
局
で
の
受
付
は
、土
日･

祝
日
を
除
く

８
：
30
〜
17
：
15
）

◆
選
考
方
法

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
応
募
者
に
直
接

通
知
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
美
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　

美
浦
村
受
領
１
５
４
６
ー
１

　

電
話
番
号
：
０
２
９
ー
８
８
５
ー
０
０
３
８

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

協同組合  聖苑香澄売店様より

＜平成26年４月16日～平成26年６月17日寄付分＞

社会福祉法人
美浦村社会福祉協議会・

美浦村デイサービスセンター
〒 300-0424
茨城県稲敷郡美浦村受領 1546-1
TEL：029-885-0038
 （社会福祉協議会事務局）
　　：029-885-8885
 （美浦村デイサービスセンター）
FAX：029-840-4552
ホームページ
　　：http://www.mihoshakyo.jp

美浦村老人福祉センター・
ボランティアセンター・

美浦村自立支援センター「ホープ」
〒 300-0421
茨城県稲敷郡美浦村木原 150-2
TEL：029-885-7080
FAX：029-885-1042
　　　（福祉センター・
 ボランティアセンター）
TEL：029-885-6010
FAX：029-886-3633
　　　（自立支援センターホープ）

　

７
月
に
入
り
、
時
の
流
れ
は
早
い
も
の

で
、
今
年
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
半
年
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
、
日
々
、
一
生

懸
命
に
生
き
る
こ
と
、
自
分
自
身
の
健
康

管
理
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
健
康
管
理
と

言
え
ば
、
新
年
の
抱
負
で
、
夏
ま
で
に
は

痩
せ
て
い
る
は
ず
で
し
た
が･･･

。
節
目

に
振
り
返
る
こ
と
良
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
７
月
に
入
り
、
ビ
ー

ル
が
と
て
も
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
ね
！
い
つ
に
な
っ
た
ら
痩
せ
ら
れ

る
の
や
ら･･･

。（
Ｎ
）

会場：老人福祉センター ◎予約受付　℡：885－ 7080
担当：増尾

心配ごと相談所
相談日：第１・３月曜日
　　　　（祝祭日の場合は翌営業日　※年末年始を除く）
時　間：午後１時　～　３時
弁護士による法律相談
７月　相談日：７月 23日（水）　予約開始： ７月１日（火）
８月　相談日：８月 27日（水）　予約開始： ８月１日（金）
９月　相談日：９月 24日（水）　予約開始： ９月 1日（月）
時　間：午後１時 30分　～　４時

　70歳以上の独居高齢者で見守り
が必要とされる方に、食生活の支
援と安否確認を目的として、ボラ
ンティアの方による手作りのお弁
当を民生委員やボランティアが月
２回お届けします。

【お問い合わせ】
℡：885－ 7080
担当　増尾

※この事業は赤い羽根共同募金配
　分金で行われています。

◇配食サービスのご案内

◇善意銀行
協同組合　聖苑香澄売店････････････････¥30,000 
美浦歌謡連盟･･････････････････････････¥37,850  
◇やまゆり基金
匿名（1件） ･･････････････････････････¥100,000 
◇古切手など
絵手紙同好会 彩／ JRA美浦トレーニング・センター
美保会／匿名（３件）
美浦村社会福祉協議会では、寄付金の他、古切手や使用済み
テレフォンカード、書き損じ葉書を受け付けています。
※古切手を収集の場合、切手のまわりの余白を５ミリ～１セン
チ位残して切り取り、日本切手と外国切手に分けてください。
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◆
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行
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美
浦
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議
会

〒
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サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内

vol.62

美浦村しゃきょうだより

美浦村しゃきょうだよりの発行は赤い羽根共同募金の配分金事業で行われています。

歴
史
に

第
２
回　

美
浦
の
成
り
立
ち

 

◇
稲
敷
郡
の
前
は「
信
太
」郡

　

美
浦
村
に
人
々
は
い
つ
か
ら
住
ん
で

い
た
の
で
し
ょ
う
？
今
か
ら
３
千
年
以

上
前
の
縄
文
時
代
に
は
、
集
落
の
跡
が

大
山
地
区
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。そ
の
後
、
地
域
に
名
前
が
付
く
よ

う
に
な
り
、
大
化
の
改
新
か
ら
間
も
な
い

６
５
３
年
、
美
浦
・
阿
見
の
全
域
と
土
浦

市
の
南
部
・
稲
敷
市
の
西
部
を
合
わ
せ

た
信
太
郡
と
い
う
広
大
な
地
域
が
生
ま

れ
、
そ
の
名
の
通
り
現
在
の
信
太
地
区
に

そ
の
役
所
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。信
太
郡
は
明
治
時
代
に
稲
敷
郡
が

誕
生
す
る
ま
で
一
二
〇
〇
年
も
の
長
い

間
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

◇
大
字
に
残
る
江
戸
時
代
の
村

　

昔
の
村
の
単
位
は
小
さ
く
、
江
戸
時
代

の
美
浦
地
域
で
は
、
戸
数
20
〜
30
、
人
口

２
０
０
人
未
満
か
ら
な
る
小
さ
い
村
が

28
村
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
理
由

は
、
幕
府
が
地
方
の
実
力
者
の
力
を
弱
め
、

反
乱
等
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
た
と
い

う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
村
々
の
名
前

を
見
て
み
る
と
、
大
山
村
・
大
谷
村
・
木

原
村
な
ど
、
そ
の
名
残
が
現
在
の
大
字
に

残
っ
て
い
る
事
に
気
が
付
き
ま
す
。ま
た
、

大
字
に
は
残
ら
な
く
て
も
、
正
慶
村
、
備

後
内
村
な
ど
、
村
名
が
名
字
と
し
て
残
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
美
浦
は
旗
本
の
領
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
請
領（
受
領
）地
区
だ
け
は
、

仙
台
伊
達
藩
、
伊
達
政
宗
公
の
領
地
で
し

た
。あ
の
東
北
の
有
名
武
将
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
な
ん
て
、ち
ょ
っ
と
驚
き
で
す
ね
。

◇
明
治
の
大
合
併
で
３
つ
に

　

そ
の
後
江
戸
幕
府
が
倒
れ
、
明
治
22
年

に
町
村
制
が
始
ま
る
と
、
増
大
し
た
行
政

事
務
に
小
さ
い
村
で
は
対
応
で
き
ず
、
町

村
の
合
併
が
行
わ
れ
、
28
あ
っ
た
村
は
、

木
原
、
安
中
、
舟
島
村
の
３
つ
に
な
り
ま

し
た
。木
原
村
は
城
下
町
だ
っ
た
旧
木
原

村
の
力
が
強
く
、
他
の
８
村
と
合
併
し
て

も
そ
の
名
が
残
り
ま
し
た
。安
中
村
は
小

規
模
の
18
村
が
合
併
し
て
、
地
域
全
体
の

名
前
を
つ
け

ま
し
た
。
舟

島
村
は
、
規

模
の
大
き
い

舟
子
と
島
津

の
頭
文
字
を

取
り
、
他
の

２
村
が
合
併

し
ま
し
た
。

◇
土
屋
に
お
殿
様
が
い
た
？

　

現
在
で
は
村
内
で
最
大
の
居
住
地
で

あ
る
土
屋
地
区
で
す
が
、
江
戸
時
代
ま
で

は
人
が
住
ま
な
い
、
未
開
拓
の
野
山
で
し

た
。明
治
初
期
に
、
そ
の
土
地
を
納
め
て

い
た
領
主
が
開
墾
し
て
農
場
を
営
み
、
人

が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。経
営
者
の

土
屋
正
直
氏
の
名
前
が
地
区
名
の
由
来

と
な
っ
て
お
り
、
氏
の
父
が
土
浦
城
主

だ
っ
た
こ
と
か
ら
「
土
屋
の
殿
様
」と
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
木
原
村
の
一
部
と
な
り
ま

し
た
が
、
村
役
場
や
小
学
校
が
６
㎞
も
離

れ
て
い
た
た
め
、
木
原
村
は
分
校
を
建
て

る
な
ど
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
稲
敷

郡
か
ら
木
原
村
議
会
に
「
土
屋
は
君
原
村

（
現
在
の
阿
見
町
君
島
と
追
原
地
区
）
の

方
が
近
い
か
ら
君
原
村
に
編
入
し
た
ら

ど
う
か
」と
い
う
内
容
の
文
書
が
届
き
ま

し
た
。こ
れ
は
住
民
と
議
会
の
反
対
に
あ

い
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
通
っ
て

い
れ
ば
、
土
屋
地
区
は
阿
見
町
に
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
お
、
分
校
は

昭
和
53
年
に
廃
止
さ
れ
、
今
は
、
集
落
セ

ン
タ
ー
の
広
い
庭
に
そ
の
名
残
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

◇
戦
後
、現
在
の
美
浦
村
に

　

戦
後
に
な
る
と
、
自
治
体
の
仕
事
が
さ

ら
に
増
え
、
３
〜
５
千
人
程
度
の
村
で
は

財
政
的
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。国
主
導

で
合
併
が
行
わ
れ
、
昭
和
30
年
４
月
に
木

原
村
、安
中
村
、舟

島
村
の
舟
子
地
区

が
合
併
し
、
人
口

約
１
万
人
の
美
浦

村
が
誕
生
し
ま
し

た
。
な
お
、
舟
島

村
は
一
旦
は
全
地

域
が
合
併
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
島
津
以

西
の
地
区
の
反
対

に
あ
い
、
舟
子
地

区
の
み
美
浦
村
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り

舟
子
在
住
の
中
島
村
長
は
、
小
学
校
は
舟

島
小
、
中
学
校
は
美
浦
中
に
通
っ
た
た
め
、

両
町
村
に
級
友
が
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

◇
合
併
後
に
誕
生
し
た
住
所

　

昭
和
53
年
に
開
業
し
た
美
浦
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
美
駒
と
い
う
、
そ
の

地
に
ふ
さ
わ
し
い
住
所
が
付
い
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
興
津
と
信
太
地
区
を
分
割

し
、名
称
を
新
た
に
つ
け
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
平
成
に
な
っ
て
、
住
宅
地
の
増

加
等
に
よ
り
、
花
見
塚
、
み
ど
り
台
と
い

う
新
し
い
住
所
地
が
で
き
ま
し
た
。ま
た

行
政
区
と
し
て
、
南
原
、
桜
木
、
天
神
台

地
区
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、

村
内
に
は
36
の
大
字
と
56
の
行
政
区
が

存
在
し
ま
す
。

　

当
時
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で

く
っ
つ
い
た
り
離
れ
た
り
。ま
ち
の
成
り

立
ち
を
調
べ
る
と
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ

と
が
見
え
て
き
て
、
面
白
い
発
見
が
あ
り

ま
す
。（
協
力：美
浦
村
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

昭和３０年代の土屋分校

信太楯縫神社周辺に役所があったとされる

1889年（明治22年）町村合併
新村名 旧村名

木原
布佐・信太・大谷・興津・
請領・茂呂・宮地・大
須賀津・木原

安中

馬掛・大山・馬見山・土
浦・大塚・谷中・山王・
山内・堀田・八井田・根
火・牛込・根本・間野・
本橋・定光・木・中ノ内

舟島 舟子・（島津・掛馬・竹来）


